
学校の居心地向上
プロジェクト

令和７年度新たな取組

今年度、東京都医学総合研究所及び、東京都子供政策連携室企画

調整部企画調整課と共同で、新しいプロジェクトを開始します。



生徒たちの学校経営に対する

参画意識を高め、自分たちの

手でよい学校を作っていこう

という取組

外国の学校での取組では、

”生徒のメンタルヘルスが向

上し、いじめ、暴力行為が

減少した”

との報告があります。

学校の居心地向上
プロジェクトとは？



ハーバード大学・医学部のビクラム パテル教授の実践を、日本版として開発されている

東京都医学総合研究所 社会健康医学研究センター センター長であり、

東京大学大学院 教育学研究科 客員教授の西田 淳志 医学博士の指導を受けて実施します。

学校の居心地向上
プロジェクトとは？その２

出典：東京都医学総合研究所HPより

西田 淳志 医学博士



学校外部のコーディネーターに

来ていただき、生徒コアチーム

とともに、生徒の居心地をどう

改善するかを考えます。

プロジェクトの進め方

生徒コアチームへの参加につい

ては、今後希望を取ります。

生徒コアチームは週に1回ミーテ

ィングを実施します。



学校の居心地向上
プロジェクト

令和７年度新たな取組

本プロジェクトを通して、生徒にとっても教師にとても
居心地の良い駒沢中学校づくりを目指していきます。
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